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●回路紹介編

ガイガー管を自分で簡単に作り、なおかつ機能を両立する
ために、様々な回路を考案しています
ハンズオンでは、その都度使う回路パターンを選んで利用するようにしています。
キットとして提供しているものはパターンCとパターンDが作成できます。。

パターンA

秋月インバータ回路利用

信号処理はデジタルICを
使っています。

３V単一電源

パターンB

写ルンです高圧回路改造ユ
ニット利用

信号処理はありません。

３V単一電源

パターンC

写ルンです高圧
回路をそのまま利用

最も簡単で、音も
大きい回路です。

写ルンですの電池と
電極をそのまま使い、
1.5V単一電源

パターンD

最も機能豊富な回路です。

写ルンです高圧回路改造ユニット利用しながら
GNDコモンです。

3V単一電源



  

写ルンです分解編

ガイガー管を動作させるのに
は400V以上の高電圧が必
要となります。いろんな方法
がありますが、ここでは使い
捨てカメラのフラッシュ回路
を利用する方法を説明しま
す。

最も手に入りやすいフジフィ
ルムの「写ルンですシンプル
エース」を買ってきます。

封を開けて、シャッターを押
し、フィルムを巻いていくのを
繰り返します。

フラッシュのスイッチには触ら
ないように注意。

表示がゼロになって空回りす
るようになったら

底のフィルムをはいで
いきます。

底面の中央のパネル
を開けると電池が見え
ます。

電池パネルの両隣も
開けます。細いドライ
バーでツメを押しなが
ら開けます。



  

フィルムを取り出します。

側面のツメをドライバーで押
してカバーを外します。

回路が出てきました。

コンデンサにたまった
電気を放電します。

柄が絶縁されているド
ライバを使用してくだ
さい。

内部の金属部分に
触らないように注意！

高圧回路は電源を切っていても、
コンデンサという部品に高い電圧が残
っていることがあります。
放電すると一旦は安全になりますが、
実はその後もまだ注意しなければなら
ないことがあります。（続く）



  

コンデンサの足に触ると

フラッシュを使った後、場合に
よっては火花が出るほどの電
気が残っていることもありま
す。

満充電しているとこんなにス
パークするほどです。

一旦放電したのちに、再
度ショートしても何もお
こらなければ、一旦は安
心です。

回路を留めているツメを
押して回路をそっと取り
外します。

下の電池電極はとれや
すいので注意です。

一旦はこれで安心になりますが、この後数日数ヶ月のちに、
電源を切っているのにひとりでに電気が復活することが
あります。古い家電品を開けて感電事故が起こるのはこの
ような現象が原因のこともあります。
高圧コンデンサを使った後保管するときは常にショートし
ておくなど、対策をこころがけてください。



  

パターン面

部品面

回路図との比較



  

パターンCの場合は、この回
路をそのまま使います。

ここのスイッチを
ショートしておきます。
ミノムシクリップで押さ
えるか、はんだづけを
してください。

電極はもげやすいので注意。

電池はそのまま使います。
下が＋になります。

フラッシュを丁寧に
もぎ取ってください。

銅の板も外しておきます。
トリガスイッチは
いらないので切り
取っておきます。

電解コンデンサの足を、なるべく
長く残してニッパーで切ります。
足をブレッドボードに刺さるよう

に曲げておきます。



  

さらに高性能を目指すには写ルンです回路基板を3Vで動作させる
ようになります

3V化のメリット

デジタル回路との親和性がよくなる

5Vあたりからの安定化３Vがやりやすい

400Vを越える電圧が必要なガイガー管に対応できる

3Vにすると基板上のいくつかの部品の能力を越えてしまうため、そ
れらの部品を取り外します。

部品を取り外すには赤
点線で切断します。

HV-端子を立てる

赤点線で切断

２接点をショート

部品面コンデンサ、
ダイオードを除去

HV+
端子を立てる



  

●ガイガーカウンター製作ハンズオン：

歩数計接続編

ハンドメイドガイガー検出器
のカウンター部分に歩数計を
使用します。今回はダイソー
のクリップ付歩数計を改造し
て使います。

写真の歩数計は割と潤沢に
手に入ること、オートパワーオ
フが無いこと、改造が容易な
ことなど優れた性質を持って
います。

歩数計とドライバ、ブレッドワ
イヤを準備しましょう。 

まず、裏のネジを3ヶ所外しま
す。1ヶ所はクリップに隠れて
いるので、クリップを押さえな
がら外します。 

裏フタを外したところ。
振り子がバネに接触す
るとカウントアップする
仕組みです。

振り子を取り外します。
内部のネジは、裏蓋の
ネジと似てますが、種
類が異なりますので注
意。内部のネジが細い
です。

 

ブレッドボードワイヤー
を3本、5～10cmに
カットし、切り口のビ
ニールを2cmほど剥い
ておきます。銅線はね
じっておきましょう。 



  

パターンD回路の場合は、電池
のマイナス側にあたるバネに、
銅線をまきつけます。パターンC
回路の場合は、この線は取り付
けず、プラス側とセンサの2本だ
けを取り付けてください。

ぐるぐる巻いてしっかり結びつ
いたら…

ニッパーで余分な線を切り取っ
ておきます。

同様に、電池のプラス側、およ
びセンサバネにも巻きつけま
す。

はんだごてを使える方ははんだ
づけした方がより確実になりま
すが、バネがはんだ付けしにく
い素材なので注意。 

裏ブタから、電池ブタと
電池を取り外しておき
ます。

パターンDの場合は電
池穴にケーブルを通し
ておきます。パターンC
の場合は電池を取り
付けるので、表裏ブタ
の合わせ目に挟み込
んでください。

センサー線も、暴れな
いようにフタに挟んで
おきます  



  

裏ブタをネジ止めします。ネ
ジが空回りするようであれば
内部ネジと間違っている可能
性が大。

パターンDの場合は、ケーブ
ル抜け止めとして、電池ブタ
を装着して押さえておきます。
ケーブルが断線しないように
注意。

動作チェック。パターンCの場
合は電池を取り付けてくださ
い。パターンDの場合は、乾
電池につなげます。信号線を
＋につなげてカウントしたら
OKです。

ここまでの改造でも動
作しますが、1秒間に
数回までのカウントし
かできません。加工に
自信のある方は高速
化改造にチャレンジし
ましょう。1秒間に100
回ないしそれ以上に対
応できます。

基板の液晶面を加工
するために分解しま
す。内部ネジとケース
ネジは違うので一緒に
しないように注意。

基板全体はこうなって
います。チップ部品CT
とR1を加工します。細
かいはんだ加工が必
要ですのではんだごて
を準備してください。



  

チャタリング防止コンデンサ
CTと、動作速度指定のR1を
取り外します。

R1は適当な線でブリッジしま
しょう。

無事ショートできたら組み立
てをして、電池につなぎチェッ
クしてみてください。速いカウ
ントアップが確認できたらOK
です。
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